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①研究課題名 当院における障がい者の全身管理下歯科治療に対する新型コロナウイル

ス感染症の影響 

②対象者及び対象期間、過去の研究課題名と研究責任者 

2016 年 1 月 1 日から 2023 年 12 月 31 日までの期間に当院で全身麻酔下または静脈内鎮静

法下で歯科治療を行った障がい者の患者さんが対象になります。 

③概要 

障がい者患者さんの歯科治療に対して全身麻酔や静脈内鎮静法のような全身管理が必要になるこ

とがあります。近年その需要は増しており、全身管理下での歯科治療は年々増加傾向にあります。

しかし、2020 年からの新型コロナウイルス感染症の拡大が歯科診療に影響を及ぼしました。今

回の研究では障がい者患者さんの全身麻酔下および静脈内鎮静法下での歯科治療について、新型コ

ロナウイルス感染症の影響の有無を調査、解析します。 

④申請番号         2024-0012 

⑤研究の目的・意義 当院で行われた障がい者患者さんの全身麻酔下および静脈内鎮静法下で

の歯科治療の詳細を検討し、近年の動向を評価します。また、新型コロ

ナウイルス感染症拡大がその動向に影響を与えているかを評価します。

この結果から、感染症拡大による影響の実態が明らかになり、今後の動

向を予測することが可能であると考えています。 

⑥研究期間 倫理審査委員会承認日から 2026 年 3 月 31 日まで 

⑦情報の利用目的及び

利用方法（他の機関へ

提供される場合はその

方法を含む。） 

電子カルテや麻酔記録から得られたデータは当院での障がい者患者さん

の全身管理下歯科治療に対する新型コロナウイルス感染症拡大前後の動

向を分析するために使用します。使用するデータは個人が特定されない

ように匿名化を行います。研究成果は学会や専門誌などの発表に使用さ

れる場合がありますが、名前など個人が特定できるような情報が公表さ

れることはありません。 

⑧利用または提供する

情報の項目 

年齢、性別、障がいの分類、麻酔前投薬（麻酔開始前にリラックスさせ

るための薬）の有無および種類、麻酔の導入および維持の方法、麻酔時

間、治療時間、治療本数、治療後の合併症 

⑨利用する者の範囲 新潟大学大学院 歯科麻酔学分野 助教 倉田行伸 

○10 試料・情報の管理に

ついて責任を有する者 

新潟大学大学院 歯科麻酔学分野 助教 倉田行伸 

 

○11 お問い合わせ先 本研究に対する同意の拒否や研究に関するご質問等ございましたら下記

にご連絡をお願いします。 

所属：新潟大学大学院 歯科麻酔学分野 



氏名：倉田行伸 

Tel：025－227－2971 

E-mail：kurata@dent.niigata-u.ac.jp 

 


